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三永の石門

東広島市

橋

幅11.7m、アーチ部幅員3.7m、長さ9.6m という
三永の石門の特徴は、切石で組み上げたアー
チ部の周囲を薄い板石で巻くという独特の技術
が見られます。これは盛土より生じる荷重を散
らすという構造上の役割を果たしていると思わ
れます。また装飾面の効果もあり、ひさしを備
えた点とあわせてデザインの優秀さがうかがえ
ます。（文献２より抜粋）

東広島市

文献１：土木学会　日本の近代土木遺産（改訂版）
文献２：中国建設弘済会アーカイブス
（http://www.ccba.or.jp/archives/pdf/62.minaga.pdf）
文献３：文化遺産オンライン（http://bunka.nii.ac.jp/heritages/detail/136478）

広島県　http://www.pref.hiroshima.lg.jp/site/bunkazai/bunkazai-data-
300010170.html

明治初期 明治15年

石工　鼎（かなえ）

-

当初は長い石材を用いて桁橋を架けたが、石の重さに耐えられず失敗し、やむなく石
橋はアーチ橋に変更された。5 年という月日をかけて明治15 年（1882）春に完成した
この石門は広島県呉市広町の石工鼎によるもので、その威風堂々とした姿は、単なる
用水路というよりも賀茂台地に立つ凱旋門と言った風格さえ漂わせている。（文献２よ
り抜粋）

出典：中国建設弘済会ＨＰ 文献２


